
【向峠のある錦町】 :

岩国市錦町は市の北部にあり､人口は約3050孝■､1200世帯｡面積210Em2｡標高300m以上が81%､1000:
■

:m以上の高地も有す｡夏の気温は平均26℃と涼しく､冬は4℃｡年間降水量は夏季の300mm､冬季の80mm:

:と水も豊かです｡町中を錦川と宇佐川が合流する地点にあります｡

【交流会の内容】

この錦には､IJU応援団が4名います｡今回はその中の一人応援団の揖輔さんの地元､河川争奪地形
:で有名な向峠で､6月27日(水)に第9回IJU(移住)応援団交流会が開催されました｡会場は地区の歴史:

:の象徴である『剣霊神社』の社務所で2▲6名が参加しました｡ :

:向峠の地形を約3000万年前に遡り､地球規模での日本列島の成り立ちから､向峠の地形､州の働きにより:

:現在の地形､岩国市が出来たいきさつが紹介された｡また､向峠に554年前に入植開拓した人物が澄川盛信:

:宇兵衛道喜ということが剣霊神社の古文書や匹見町史､吉賀町史から解き明かされたこと｡現在の潅漑施設:

:が江戸時代の祖先山田利左衛門親子の大享事によって作られたこと｡その財産を今まで継承してきた伝統と:

:現在の農業･環境保護へと引き継がれ､■次世代へ引き継ぐ塊在の取組を､恵本洋嗣さん､梅川厚子さん､梅:

:川仁樹さんによって講演された｡また､山口県地域振興部の伊藤氏から山口県におけるUJIターン促進事業:
●
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剣霊神社前にて記念写真

(梅川厚子さん(左)､梅川仁樹さん)




